
『主要都市の高度利用地地価動向報告（地価ＬＯＯＫレポート）』とは、主要都市の地価動向を先行的に表しやすい高度
利用地等の地区について、四半期毎に地価動向を把握することにより先行的な地価動向を明らかにするものです。

主要都市の高度利用地地価動向報告（中国地方管内）
～ 地価ＬＯＯＫレポート ～

令和２年第３四半期（令和２年７月１日～令和２年１０月１日）の動向

２．調査内容

不動産鑑定士が調査対象地区の不動産市場の動向に関する情報を収集するとともに、不動産鑑定評価に準じた方法に
よって地価動向を把握し、その結果を国土交通省において集約します。

３．対象地区

三大都市圏、地方中心都市等において特に地価動向を把握する必要性の高い地区
東京圏43地区、大阪圏25地区、名古屋圏9地区、地方中心都市等23地区 計100地区
住宅系地区・・・高層住宅等により高度利用されている地区（ 32地区）
商業系地区・・・店舗、事務所等が高度に集積している地区（68地区）

中国地方管内においては、上記対象地区のうちの３地区について掲載しています。
（全国版の調査結果は本省ＨＰ【 http://www.mlit.go.jp/totikensangyo/totikensangyo_fr4_000045.html 】にて公開
しています。）

※「高度利用地（高度利用地区）」とは、用途地域内の市街地における土地の合理的かつ健全な高度利用と都市機能の更新を図るため、建築物の容積率の
最高限度及び最低限度、建築物の建ぺい率の最高限度、建築物の建築面積の最低限度並びに壁面の位置の制限を定める地区です。（都市計画法第９条）

１．調査目的



中国地方管内における調査地区
令和２年第２四半期（令和２年４月１日～令和２年７月１日）の動向

①岡山市北区
岡山駅周辺地区

③広島市中区紙屋町地区

対象地区②広島市中区白島地区

調査地区

出典：国土地理院ホームページ
地理院地図（電子国土Web）をもとに中国地方整備局で加工して作成
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 第４四半期  第１四半期  第２四半期  第３四半期

番号 県名 都市名 行政区 地区 区分 地区の特徴
R１.10/1～
R2.1/1

R2.1/1～
R2.4/1

R2.4/1～
R2.7/1

R2.7/1～
R2.10/1

① 岡山県 岡山市 北区 岡山駅周辺 商業
○ＪＲ岡山駅周辺
○岡山駅東側を中心として、中高層ビルが建ち並ぶ岡山市中心の商
業地区 ０％超～

３％未満
上昇

０％超～
３％未満
上昇

０％
横ばい

０％
横ばい

② 中区 白島 住宅
○ＪＲ新白島駅の南方約350m、広島電鉄白島駅及びアストラムライン
城北駅周辺
○中高層のマンションが建築され、高度利用化が進む住宅地区 ０％超～

３％未満
上昇

０％超～
３％未満
上昇

０％
横ばい

０％
横ばい

③ 中区 紙屋町 商業
○ＪＲ広島駅の南西方約1.7km、広島電鉄紙屋町西駅及びアストラム
ライン県庁前駅周辺
○中高層事務所、店舗ビルが建ち並ぶ、高度商業地区 ０％超～

３％未満
上昇

０％超～
３％未満
上昇

０％
横ばい

０％
横ばい
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広島県 広島市

各地区の総合評価（変動率）推移



各地区の詳細情報



① 岡山駅周辺地区（岡山県岡山市北区）



② 白島地区（広島県広島市中区）



③ 紙屋町地区（広島県広島市中区）


